












































































酸試薬 ( バニリン!リン酸) に加え, すばやく混ぜて 分間室温に






は #$%() の方法に従い測定した. μの&％アマランス色素
('((	 ) , 分子量&) をそれぞれのアワヨトウ幼虫の腹脚からマ
イクロキャピラリーで注入し, ３～５分後腹脚の先端を切って血漿を保冷剤上
のパラフィルムに滴下させ集めた. この血漿μに&％*!+,をμ


































たが, ４日目から６日目にかけて増加した (). しかし８日目以降は減
少し, 血漿量の増加が抑制された. 一方注入幼虫は注入後６日目までは未
寄生寄主と比較して差がなかったが, ６日目から８日目にかけて大幅に増加し
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カリヤサムライコマユバチに寄生されたアワヨトウ幼虫の血漿の富栄養化と血漿量の関係
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